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本研究では男子バレーボール選手における競技レベルと無酸素パワーとの関係を明らかにすることを目的とした。被

験者は東海大学バレーボール連盟に所属する 1部リーグ（1部群）のバレーボール選手 10名と 3部リーグ（3部群）の

バレーボール選手 13名とした。数種類のジャンプ高と最高到達点，5mおよび 10mのスプリントタイム，脚および腕の

最大無酸素パワー測定を行った。その結果，スクワットジャンプ，カウンタームーブメントジャンプ（腕振りあり，なし），

リバウンドジャンプにおいては 3部群で有意に高かった。1歩助走ジャンプおよび全助走ジャンプの最高到達点において

は 1部群で有意に高かった。接地時間，RJ指数，1歩助走および全助走でのジャンプ高，5mおよび 10mのスプリント

タイム，脚および腕の最大無酸素パワーでは群間で有意差はなかった。有意差があった最高到達点に関してはバレー

ボール競技において重要な要素の 1つとして考えられる。
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1．目　的

バレーボール競技では，スパイクやブロック，サーブ

やレシーブなど短時間で大きなパワー発揮能力が求めら

れる 1）。ジャンプ高に関しては勝敗に関わる大きな因子

の 1つとして考えられるため，高いジャンプ高は重要で

ある。また，ジャンプに関する体力要素としては下肢筋

力や筋パワーなどが挙げられ今まで多く研究が行われて

いる 2, 3, 4）。吉村ら 3）は，大学男子バレーボール選手と大

学男子水泳選手において脚筋力とジャンプ高の関係を検

討したところ，バレーボール選手において 60 degree/sec 

での膝関節伸展筋力および足関節背屈筋力，120 degree/

sec と 180 degree/sec での膝関節伸展筋力，足関節底屈

筋力とスクワットジャンプ高（以下，SJ），カウンタームー

ブメントジャンプ高（以下，CMJ），リバウンドジャンプ高

（以下，RJ）との間に有意な相関があったと報告している。

千野ら 5）は，スパイクジャンプ（以下，SPJ）跳躍高に

対する影響は下肢反動動作，腕振り動作，助走の技術よ

りも跳躍能力（SJ と CMJ の差）の方が大きく，跳躍能

力の高いバレーボール選手ほど SPJ 跳躍高が大きかった

と報告している。

ジャンプ高以外にもスパイク速度やサーブの速度など

の攻撃力，ブロックやレシーブの素早い方向転換動作や

スプリント速度などの守備力も勝敗に大きく関わる要因で

あると考えられ 6, 7）これらを高めることは試合を有利に進

めることができると言える。スパイクの速度に関していく

つか研究されている 8）。中西ら 9）は，大学女子バレー

ボール選手 9名を対象に 5 種類の角速度での体幹屈曲

筋力とスパイク速度について研究を行ったところ，240  

degree/sec と 300 degree/sec の角速度でのピークトルクと

スパイクの速度との間に有意な相関があったと報告して

いる。さらに，速い収縮速度で高い力を発揮することが

スパイクの速度の向上に繋がると明らかにしている。方

向転換動作やスプリント速度に関していくつか研究 10, 11）

されており，有賀ら 12）は，男子バレーボール選手 32名

を対象に，ジャンプ高，筋力，方向転換能力，20m直

進走について研究を行ったところ，非レギュラー群よりも

レギュラー群で両足でのリバウンドジャンプ指数，スクワッ

トおよびクリーンの 1RM，足タッチによるプロアジリティ

テスト，20m直進走が有意に高かったと報告している。ま

た，Lockie ら 13）は，女子バレーボール選手 15名を対象

にジャンプ高，20m走，プロアジリティシャトルについて

研究を行ったところ，垂直ジャンプ高と 20m 走およびプ

ロアジリティシャトルのタイムとの間に有意な負の相関が

認められたと報告している。

これらの先行研究のようにバレーボール選手を対象と

した下肢の筋力，ジャンプ高，スパイク速度およびスプ

リント速度についての研究は多く行われているが，バレー

ボール競技に限らず上肢の最大無酸素パワーとパフォー

マンスに関する研究は非常に少ない 14, 15）。小嶋ら 16）の

男子バレーボール選手と男子競泳選手の腕および脚の最

大無酸素パワーを比較した研究では，競泳選手よりもバ

レーボール選手で体重あたりの脚の最大無酸素パワーは

有意に高かったと報告している。また，体重あたりの腕

の最大無酸素パワーは競泳選手とバレーボール選手で有

意差はなかったと報告している。これは腕のパワーが必

要とされている競泳選手と同様にバレーボール選手にお

いても高い腕のパワーが必要であることを示唆している。

これらのように先行研究では，腕および脚の最大無酸素

パワーに関して対象者が異なる種目で比較されており，男

子バレーボール選手の競技レベルで検討されたデータは

ない。

そこで本研究では競技レベルの異なる男子バレーボー

ル選手において跳躍能力や最大無酸素パワーとの関係を

明らかにすることを目的とした。

 

2. 方　法

1）対象者

対象者は東海大学バレーボール連盟 1部リーグに所属

のバレーボール選手 10名（1部群）（年齢：19.3± 0.8 

歳，身長：181.7± 5.5 cm，体重：73.3± 7.0 kg）と 3

部リーグ所属のバレーボール選手 13名（3部群） （年齢：

20.1± 0.7歳，身長：172.0± 5.2 cm，体重：68.4± 5.5 

kg）とした。競技特性としてジャンプ動作が少ないリベロ
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の選手は除外した。本研究の東海大学バレーボール連

盟の 1部リーグに所属するチームは 2022年の秋季リーグ

の時点での戦績は通算 5勝 2敗，セット率は 3.000，得

点率は 1.179であった。一方，3部リーグに所属するチー

ムは 0勝 7敗，セット率は 0.238，得点率は 0.825であっ

た。全ての対象者に対し，口頭と書面において研究の目

的や方法，測定に伴う危険性がないこと，途中で測定を

辞退することができること，強制ではないことなどを十分

に説明し同意を得たあとに本研究を行った。また，本研

究は豊田工業大学の研究倫理委員会の承認を得て実施

した。本研究は 2022年 11月下旬にそれぞれのチームで 

2 日間ずつ測定を行った。

2）測定項目

2-1. ジャンプ高の測定

ジャンプ高はマルチジャンプテスタ（Multi Jump Tester 

II，Q’sfix）を用いてスクワットジャンプ高（SJ），腕振り

なしのカウンタームーブメントジャンプ高（CMJ），腕振

りありのカウンタームーブメントジャンプ高（CMJA），5 

回連続して跳ぶリバウンドジャンプ高（RJ5）を測定した。

SJ は膝をある程度曲げた姿勢から反動を使わないで垂

直に跳ぶジャンプで，CMJ は反動を使って垂直に跳ぶ

ジャンプである。本研究では SJ の膝の角度は定めておら

ず，個々で一番跳びやすい角度をスタート位置とした。ま

た腕振りなしのジャンプの際，手は腰にあてて跳ぶように

説明をした。RJ5  は反動を使って腕振りなしで連続 5 回

跳ぶジャンプである。また，RJ5 の測定から接地時間お

よび RJ 指数も算出した。RJ 指数はジャンプの遂行能力

を表す指標である。すなわち RJ 指数が高いということは

ジャンプの遂行能力が高いといえる。マットスイッチ上で

数回の連続ジャンプを行わせたときの滞空時間と接地時

間から算出される。ジャンプ高計測スケール（Yardstick, 

Swift performance equipment）を用いて 1歩助走での最

高到達点およびジャンプ高，全助走での最高到達点およ

びジャンプ高を測定した。各ジャンプ高は指髙と最高到

達点から算出した。助走距離は任意とし測定はそれぞれ

数回測定し各最大値を記録値とした。

2-2. スプリントタイムの測定

ワイヤレス光電管タイム計測システム（Dashr, S＆ C 

corporation）を用いて 5mおよび 10mのスプリントタイム

を測定した。ワイヤレス光電管は 5m置きに配置し，測

定はそれぞれ数回測定し各最速値を記録値とした。

2-3. 脚と腕の最大無酸素パワーの測定

脚のパワー測定として自転車エルゴメーター（風神雷

神，株式会社 OCL）を用いて異なる 3つの負荷での全力

ペダリングテストを行った（図 1）。またこの測定では立ち

漕ぎで行うように説明をし，実施した。各試行は 2 分間程

度の休息を挟み，5～10秒間行った。各負荷は，0.075kp/

kg，0.10kp/kg，0.125kp/kgとした。各試行の負荷と最大

ペダル回転数との関係を一次回帰し，脚の最大無酸素パ

ワーを算出した 17）。その最大無酸素パワーを体重で除し

た値（Leg Maximal Anaerobic Power 以下「L-MAnP/BW」

と略す）を算出した。

腕のパワー測定としては脚同様，自転車エルゴメーター

（風神雷神 , 株式会社 OCL）を用いて異なる 3 つの負荷

での全力クランキングテストを行った（図 2）。各試行は 

2 分間程度の休息を挟み，5～10 秒間行った。各負荷は，

0.0205kp/kg，0.041kp/kg，0.0615kp/kg とした 18）。エルゴ

メーターは台の上に固定し，ペダル部分を円柱状のアタッ

チメントに変更し，使用した。また対象者の肩関節とクラ

ンク中心を同じ高さに合わせるために対象者ごとで膝の

下にマットを入れて調整をした。各試行の負荷と最大ペ

ダル回転数との関係を一次回帰し，腕の最大無酸素パ

ワーを算出した 18）。最大無酸素パワーを体重で除した値

Figure1.  脚ペダリングテストの測定
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（Arm Maximal Anaerobic Power 以下「A-MAnP/BW」と

略す）を算出した。

いずれの測定においても各試行の負荷と一次回帰係数 

r が 0.98以上のデータであった。

3）統計処理

本研究では途中で測定を離脱しなかった者のデータの

み分析対象とした。対象者の年齢，身長，体重，および

各測定項目は平均値±標準偏差で示している。統計解

析ソフトウェアは IBM SPSS Statistics 27を使用し 2 群間

の有意差検定には対応のない t 検定を用いた。有意水

準は p < 0.05 とした。各測定項目の関係をピアソンの相

関係数を用いて検討した。

3．結　果

身長，体重，指高は表 1に示す。身長，指高（1部

群：235.2± 8.5cm，3部群：221.1± 6.8cm ）は 1部群

で有意に高かった。また 1歩助走での最高到達点（1部

群：309.9± 11.4cm，3部群：299.2± 9.6cm）および全

助走での最高到達点（1 部群：314.7± 10.7cm，3部群：

303.2± 11.2cm）においても 1部群で有意に高かった（図 

3）。各群の身長と各ジャンプの最高到達点および跳躍高

との相関は表 2, 3に示す。SJ（1部群：42.8± 4.5cm，3 

部群：47.1± 4.2cm），CMJ（1部群：46.6± 4.8cm，3 

部群：51.6± 4.8cm）， CMJA（1部群：53.7± 4.5cm，3 

部群：59.0± 5.8cm），RJ5（1部群：38.0± 4.4cm，3 

部群：40.0± 2.7cm）は 3部群で有意に高かった（図 4）。

接地時間，RJ 指数，1 歩助走および全助走でのジャンプ

高，5mおよび 10mのスプリントタイム，L-MAnP/BW，

A-MAnP/BW は群間で有意差はなかった（表 1）。

4．考　察

本研究では東海大学バレーボール連盟に所属する男

子バレーボール選手において競技レベルと跳躍能力およ

び無酸素パワーとの関係を明らかにすることを目的とした。

結果として，SJ，CMJ，CMJA，RJ5は 3部群で有意に

高かった。一方，身長，指高，1歩助走および全助走で

Figure2.  腕クランキングテストの測定

Figure3.  1 部群と3 部群の 1 歩助走および全助走の最高到達点
＊：p ＜ 0.05 

Figure4.  1 部群と 3 部群のジャンプ高 
＊：p ＜ 0.05 
スクワットジャンプ（SJ），腕振りなしのカウンタームーブメントジャンプ
（CMJ），腕振りありのカウンタームーブメントジャンプ（CMJA，リバウンド
ジャンプ（RJ5）
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表 1．1 部群と 3 部群の各測定項目の群間比較 

表 2．1 部群の身長と各最高到達点および跳躍高との相関関係 

表 3．3 部群の身長と各最高到達点および跳躍高との相関関係 
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の最高到達点は 1部群で有意に高かった。各群の身長

と最高到達点との間に有意な相関関係があった。

岡野ら 19）は，国内トップリーグの V プレミアリーグに

所属する実業団 2チームの選手 28名を対象に高身長選

手と低身長選手にわけて形態，各種ジャンプ高，方向転

換能力，上肢パワーを比較したところ，スパイクジャンプ

高の到達点は高身長選手で有意に高かったと報告してい

る。また，垂直ジャンプ高に関しては低身長選手で有意

に高かったと報告している。また，岡野ら 20）のエリート

男子バレーボール選手 59名における身長および各種跳

躍能力の関係について検討された研究では，身長とスパ

イクジャンプの到達点との間に正の有意な相関関係，身

長とジャンプ高との間に負の相関関係があったと報告して

いる。このように本研究はこれらの先行研究を支持する

結果となった 21）（表 2）。先行研究で報告されているのと

同様に，バレーボール競技においては最高到達点が同じ

であった場合，身長は低いが高くジャンプできる選手より

も最高到達点に達する時間が短い身長の高い選手の方

が試合には有利であると考えられる。これらのことから高

い身長，指高，最高到達点は競技レベルに関係があると

考えられる。

本研究では 5mおよび 10mスプリントに関して群間で

有意差はなかった。山田ら 22）のサッカークラブに所属し

ているサッカー選手 97 名を上位群と下位群でわけて 30m

スプリントタイムを比較したところ，上位群で 30mスプリ

ントタイムが有意に低かったと報告している。本研究は

山田らの結果と異なったが，本研究では 5mおよび 10m

のスプリントタイムを設定したためだと考える。バレー

ボールの自陣のコートは 9m× 9mの広さであり，味方の

レシーブが失敗してボールが飛んで行っても 10mくらい

の短い距離であればスプリントタイムは競技レベルに影

響しない可能性も考えられる。

本研究では L-MAnP/BW，A-MAnP/BW に関しても群

間で有意差はなかった。吉村ら 18）の一般男子学生 28 名

を対象とした無酸素パワーの研究では，A-MAnP/BW は 

6.3± 0.8 W/kg であった。本研究のバレーボール選手に

おいては群間で有意差はなかったが 1部群で 7.1±

1.0W/kg，3 部群で 6.9± 0.9W/kg であり一般男子学生よ

りも高い値であったため，バレーボール競技においては

高い腕のパワーが重要な要素の 1つであると考えられる。

本研究では体調不良や怪我で途中離脱した選手もいるた

め被験者が各 15名以下と少ない。しかし本研究はバ

レーボール選手のジャンプやパワーとパフォーマンスに

関するさらなる研究に貢献できる知見となった。そのため

レベルの高い選手に必要な要因を今後も明らかにしてい

く。今後は，無酸素パワーとスパイク速度などのパフォー

マンスとの関係についての研究を行っていく。
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This study aimed to clarify the relationship between competition level and anaerobic power in male volleyball players. The 

study participants were 10 volleyball players from the first division (group 1) and 13 volleyball players from the third division 

(group 3) of the Tokai University Volleyball Federation. The participants were assessed regarding various jump heights and 

maximum reaching points, 5m and 10m sprint times, and maximal anaerobic power measurements of the upper and lower 

limbs. The results showed that group 3 had a significantly higher squat jump, counter movement jump, and rebound jump than 

group 1. The maximum reach of the one-step aided jump and all aided jumps was significantly greater in group 1 than in group 

3. There were no significant differences between the two groups in the ground contact time, rebound jump index, jump height 

after a one-step run-up and after a full run-up 5m and 10m sprint times, and maximal anaerobic power of the upper and lower 

extremities. The results suggest that the maximum reach may be one of the most important factors affecting volleyball 

performance.

Abstract




